
古
典
複
製
本
使
用
上
の
注
意

佐

々

木

勇

一
、
本
稿
に
お
け
る
「
複
製
本
」
の
定
義

著
名
な
古
典
作
品
に
は
、
著
者
自
筆
本
は
、
ほ
と
ん
ど
遺
存
し
な
い
。
よ
っ
て
、

前
代
の
文
章
を
書
写
し
た
も
の
を
も
「
複
製
本
」
と
呼
べ
ば
、
古
典
文
学
作
品
の

ほ
と
ん
ど
は
、
複
製
本
と
し
て
伝
承
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
原
本
を
転

写
す
る
際
、
転
写
者
に
よ
っ
て
底
本
本
文
に
少
な
か
ら
ぬ
改
訂
が
加
え
ら
れ
る
の

が
常
で
あ
る
（
１
）
。

文
学
作
品
以
外
で
は
、
原
本
の
コ
ピ
ー
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
書
写
が
日
本
文

化
を
伝
承
し
て
き
た
、
と
も
言
え
よ
う
（
２
）
。
近
世
に
な
る
と
、
原
本
の
虫
損
ま

で
も
正
確
に
書
写
し
た
本
が
出
現
す
る
（
３
）
。

し
か
し
、
本
稿
で
は
、
「
複
製
本
」
を
、
原
本
の
写
真
に
基
づ
き
製
版
さ
れ
た

印
刷
本
と
い
う
、
現
代
に
お
い
て
一
般
的
か
と
思
わ
れ
る
意
味
で
用
い
る
。

以
下
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
の
原
本
画
像
が
日
々
増
加
し
て
い
る
現
代
も
、

研
究
上
な
お
活
用
さ
れ
続
け
て
い
る
複
製
本
に
つ
い
て
、
使
用
に
当
た
り
注
意
す

べ
き
点
を
述
べ
る
。

二
、
二
色
刷
の
朱
筆

１
．
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
前
田
家
本

日
本
語
史
研
究
の
基
本
的
重
要
文
献
で
あ
る
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
前
田
家

本
を
例
に
、
ま
ず
説
明
す
る
。

三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
前
田
家
本
は
、
国
語
史
料
と
し
て
の
重
要
さ
故
、
早

く
か
ら
影
印
出
版
さ
れ
て
き
た
（
４
）
。

そ
れ
に
基
づ
く
研
究
が
進
み
、
朱
筆
の
声
点
・
合
点
等
を
明
瞭
に
区
別
で
き
る

複
製
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
の
要
請
に
応
え
、
次
の
二
本
が
刊
行
さ
れ
た
。

ａ
．
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
編
・
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
（
一
九
八
四

年
、
勉
誠
社
）
。

ｂ
．
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
編
・
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
（
一
九
九
九

年
、
八
木
書
店
）
。

こ
れ
ら
は
、
墨
朱
の
二
色
刷
で
あ
る
。

勉
誠
社
版
の
「
色
葉
字
類
抄

新
印
の
辞
」
に
は
、
「
機

有
ら
ば
、
更
め
て
朱

刷
り
を
入
れ
る
影
印
を
」
と
「
久
し
く
考
へ
て
来
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
八

木
書
店
版
の
「
例
言
」
で
は
、「
墨
・
朱
二
版
に
色
分
解
し
て
製
版
、
印
刷
し
た
。
」

と
あ
る
。
と
も
に
、
墨
で
刷
っ
た
後
、
朱
刷
り
を
重
ね
て
い
る
。
そ
の
労
に
よ
り
、

利
用
者
は
、
朱
筆
を
確
認
で
き
、
声
点
を
活
用
し
た
声
調
研
究
等
を
よ
り
確
実
に

進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
中
に
は
、
朱
が
落
ち
て
い
る
、
ま
た
は
見
え
に
く
い
箇
所
が
有
る
。

た
と
え
ば
、
次
の
箇
所
で
あ
る
（
５
）
。
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[

勉
誠
社
版]

[

八
木
書
店
版]

[

尊
経
閣
叢
刊
版]

①

（
上
４
ウ
３
）

[

勉
誠
社
版]

[

八
木
書
店
版]

[

尊
経
閣
叢
刊
版]

②

（
上
６
オ
７
）

[

勉
誠
社
版]

[

八
木
書
店
版]

[

尊
経
閣
叢
刊
版]

③

（
上

ウ
１
）

13

①
は
、
上
段
の
勉
誠
社
版
で
は
去
声
点
の
影
は
見
ら
れ
る
が
、
朱
点
に
は
な
っ

て
い
な
い
。

②
は
、
中
段
の
八
木
書
店
版
で
は
、
下
字
へ
の
合
点
が
小
さ
く
、
薄
い
。

③
は
、
八
木
書
店
版
は
「
放
」
の
去
声
点
を
認
め
て
い
な
い
。
原
本
で
も
極
く

薄
い
朱
点
を
残
す
の
み
で
あ
る
。

い
ず
れ
の
例
も
、
一
九
二
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
、
下
段
の
尊
経
閣
叢
刊
版
で
は
、

朱
筆
の
存
在
を
確
認
で
き
る
。

２
．
保
延
本
『
法
華
経
単
字
』

保
延
二
年
（
一
一
三
六
）
の
書
写
奥
書
を
持
つ
『
法
華
経
単
字
』
は
、
比
較
的

古
い
日
本
呉
音
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
研
究
は
、
次
の

複
製
本
を
も
と
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
（
６
）
。

ａ
．
貴
重
図
書
影
本
刊
行
会
、
一
九
三
三
年
。

ｂ
．
古
辞
書
叢
刊
刊
行
会
、
雄
松
堂
書
店
、
一
九
七
三
年
。

ｂ
の
古
辞
書
叢
刊
刊
行
会
版
は
、
二
色
刷
で
あ
る
。
こ
の
古
辞
書
叢
刊
刊
行
会

版
の
朱
筆
に
つ
い
て
は
、
要
注
意
で
あ
る
こ
と
が
早
く
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
望
月
郁
子
『
類
聚
名
義
抄
の
文
献
学
的
研
究
』(

一
九
九
二
年
、

笠
間
書
院)

頁
で
は
、
「
古
辞
書
叢
刊
刊
行
会
刊
の
『
法
華
経
単
字
』
の
朱
声

624

点
を
、
貴
重
図
書
複
製
会
刊
の
本
の
そ
れ
と
、
突
き
合
わ
せ
て
み
る
と
、
朱
声
点

（
マ
マ
）

の
位
置
に
微
妙
な
ず
れ
が
あ
り
、
古
辞
書
叢
刊
刊
行
会
刊
の
本
の
朱
声
点
を
、
そ

の
ま
ま
信
用
す
る
の
は
危
険
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
る
。
日
本
呉
音
研
究
の
専
書
で

あ
る
小
倉
肇
『
日
本
呉
音
の
研
究

研
究
篇
』
（
一
九
九
五
年
、
新
典
社
）

頁
21

で
も
、
「
古
辞
書
叢
刊
本
の
朱
声
点
に
つ
い
て
は
，
そ
れ
が
明
ら
か
に
脱
落
し
て

い
る
と
認
め
ら
れ
る
箇
所
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
の
で
，
注
意
を
要
す
る
。
」
と
注

意
喚
起
さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
脱
落
・
不
明
瞭
な
朱
点
が
存
す
る
。

貴
重
図
書
影
本
刊
行
会

古
辞
書
叢
刊
刊
行
会

（

４
１
）

49

④
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（

２
４
）

34

⑤
④
の
古
辞
書
叢
刊
複
製
で
は
、
右
下
「
ニ
ヰ
」
へ
の
朱
声
点
が
見
え
な
い
。

⑤
は
、
右
下
「
ユ
ル
ク
」
の
朱
声
点
が
、
古
辞
書
叢
刊
刊
行
会
複
製
で
は
判
然

と
し
な
い
。

ま
た
、
加
点
位
置
が
、
ず
れ
る
場
合
も
あ
る
。

貴
重
図
書
影
本
刊
行
会

古
辞
書
叢
刊
刊
行
会

（

２
１
）

121

⑥

（
７
４
４
）

⑦
⑥
は
、
「
祖
」
の
去
声
点
が
、
古
辞
書
叢
刊
本
で
は
中
央
に
ず
れ
て
い
る
。

⑦
の
古
辞
書
叢
刊
本
で
は
、
「
サ
カ
シ
」
へ
の
朱
声
点
が
ず
れ
、
シ
に
対
す
る

上
声
点
が
カ
に
加
点
さ
れ
た
平
声
点
に
見
え
て
し
ま
う
。
濁
声
点
（
双
点
）
は
、

つ
な
が
り
、
角
度
も
変
わ
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
原
本
に
な
い
朱
点
が
印
刷
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

貴
重
図
書
影
本
刊
行
会

古
辞
書
叢
刊
刊
行
会

⑧

（

４
２
）

73

⑧
の
古
辞
書
叢
刊
本
に
見
ら
れ
る
「
諸
」
の
言
偏
一
画
目
と
二
画
目
と
の
間
の

朱
点
は
、
原
本
に
は
無
い
（
７
）
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
ぜ
起
き
る
の
か
。

そ
れ
は
、「
二
色
刷
」
の
朱
筆
は
、
カ
ラ
ー
写
真
を
見
な
が
ら
手
で
入
れ
る
（
８
）

か
ら
で
あ
る
。

加
え
て
、
二
色
刷
は
、
朱
点
が
明
確
に
な
る
も
の
の
、
「
二
色
刷
」
で
あ
る
が

故
に
、
朱
の
濃
淡
ま
で
は
区
別
で
き
な
い
。
原
本
で
擦
り
消
し
て
い
る
朱
も
、
他

の
朱
点
と
同
じ
朱
色
で
印
刷
さ
れ
る
。

①
～
③
の
下
段
に
引
用
し
た
尊
経
閣
叢
刊
版
の
「
色
葉
字
類
抄
解
説
」
は
、
「
影

印
本
に
は
所
謂
局
紙
を
用
ひ
、
原
本
の
朱
點
朱
書
も
特
に
色
刷
と
せ
ず
黒
一
色
の

玻
瑠
版
刷
と
し
た
。
幸
に
一
色
版
の
中
に
も
自
ら
朱
と
墨
と
の
差
別
が
看
取
さ
れ

る
筈
で
あ
る
。
」
と
述
べ
る
。
「
玻
瑠
版
刷
」
と
は
、
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
の
こ
と

で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
事
情
で
、
二
色
刷
複
製
本
は
有
益
で
あ
る
も
の
の
、
単
色
の
複
製

本
を
も
併
用
す
る
必
要
が
あ
る
。

『
法
華
経
単
字
』
に
つ
い
て
、
「
貴
重
図
書
影
本
刊
行
会
（1933

）
に
よ
り
古

辞
書
叢
刊
本
（
別
巻

1973

雄
松
堂
書
店
）
の
影
印
本
を
適
宜
参
照
し
た
。
」
（
右

引
用
小
倉
著
書
同
頁
）
と
い
う
複
製
本
利
用
法
が
望
ま
し
い
。
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三
、
再
複
製
に
よ
る
画
質
低
下

で
は
、
単
色
の
複
製
本
を
出
し
続
け
る
の
が
よ
り
良
い
か
と
い
え
ば
、
そ
う
と

も
言
え
な
い
。
こ
こ
で
は
、
コ
ロ
タ
イ
プ
版
を
再
複
製
し
た
た
め
に
、
細
か
な
点

が
見
え
な
く
な
っ
た
例
を
挙
げ
る
。

『
色
葉
字
類
抄
』
の
初
期
状
態
を
留
め
る
と
さ
れ
る
石
川
武
美
記
念
図
書
館
（
旧

お
茶
の
水
図
書
館
）
蔵
『
節
用
文
字
』
に
は
、
次
の
複
製
本
が
有
る
。

ａ
．
古
典
保
存
会
、
一
九
三
二
年
。

ｂ
．
白
帝
社
、
一
九
六
二
年
。

ｂ
白
帝
社
版
は
、
ａ
古
典
保
存
会
版
の
再
複
製
で
あ
る
。

白
帝
社
版
は
、
再
複
製
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
画
像
の
解
像
度
が
落
ち
て
い
る
。

あ
る
い
は
、
意
図
的
に
削
除
し
た
か
と
思
わ
れ
る
訓
点
も
存
す
る
。

こ
の
点
も
、
先
学
に
よ
っ
て
注
意
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
、
島
田
友
啓
編
『
節
用
文

字
假
名
索
引
』
（
古
字
書
索
引
叢
刊
、
一
九
六
三
年
）
は
、
「
こ
の
索
引
は
古
典

保
存
会
覆
製
本
（
昭
和
七
年
一
月
刊
）
を
底
本
と
し
て
作
成
い
た
し
ま
し
た
が
、

白
帝
社
復
製
本
（
昭
和
三
十
七
年
三
月
刊
）
を
利
用
さ
れ
る
と
き
は
、
補
訂
表
に

よ
り
訂
正
戴
き
た
い
。
」
と
し
て
、
五
十
五
項
目
の
「
補
訂
表
」
を
掲
げ
て
い
る
。

入
手
困
難
と
は
い
え
、
古
典
保
存
会
の
覆
製
本
を
利
用
す
る
の
が
良
い
。

左
に
、
古
典
保
存
会
覆
製
本
に
依
っ
て
も
判
定
に
迷
う
と
思
わ
れ
る
声
点
加
点

例
を
一
覧
す
る
。
す
べ
て
、
原
本
に
よ
っ
て
確
認
ず
み
で
あ
る
。
国
の
重
要
美
術

品
で
あ
る
原
本
の
閲
覧
を
御
許
可
下
さ
っ
た
石
川
武
美
記
念
図
書
館
御
当
局
に
、

心
中
よ
り
御
礼
申
し
あ
げ
る
。

[

漢
字
へ
の
声
点
加
点
例]

（
白
帝
社
版
で
は
全
く
見
え
な
い
声
点
に
傍
線
を
引
く
。
次
項
の
仮
名
へ
の
声
点

で
も
同
じ
。
・
は
、
仮
名
声
点
と
同
じ
星
点
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。･

･

は
星
濁
声

点
で
あ
る
。
単
に(

平)

な
ど
と
記
し
た
も
の
は
、
圏
声
点
で
あ
る
。
）

蓴(

平)

（
１
オ
２
）

偸(

平)

（
１
オ
７
）

繍(

去)

（
１
ウ
２
）

欸(

去
濁･

･
)

（
１

ウ
３
）

茵(

平)

芋(

去)

（
２
ウ
７
）

楓(

平)

（
３
オ
１
）

駑(

平
濁･

･
)

（
３
オ

６
）

伯(

入)

母(

上
濁)

（
３
ウ
５
）

己(

上)

（
３
ウ
６
）

鼠(

上)

弩(

平)

（
４

ウ
７
）

棑(

平)

却(

入)

（
６
ウ
４
）

山
葵(

平
濁･

･
)

（
８
オ
４
）

[

水
苟]

(

上)

醤
（
８
オ
５
）

木(

入
濁)

夫(

平)

蓼(

上)

（
８
オ
５
）

侲(

去)

子(

上)

（
８
ウ
２
）

胡(

平
濁)

臭(

去)

（
８
ウ
４
）

瘧(

入
軽)

病(

平)

（
８
ウ
４
）

絮(

上
濁･

･
)

（
９

オ
５
）

籰(

入)

（
９
オ
６
）

―[

往]

反(

上
濁)

（

ウ
７
）

―[

往]

還(

平
濁)

10

（

ウ
７
）

和(

上)

儳
（

オ
１
）

衙(

平
濁･

･
)

（

ウ
２
）

窯(

平)

（

10

11

11

11

ウ
３
）

檻(

去)

欄(

平)

（

ウ
４
）

雁(

去
濁)

歯(

平
濁)

（

ウ
５
）

鏁(

上)

11

11

（

ウ
６
）

䇢(

上)

竹
（

オ
１
）

衛(

去)

矛(

平
濁)

（

オ
１
）

劇(

入
濁)

11

12

12

草
（

オ
３
）

骨(

入)

蓬(

平)

（

オ
４
）

芄(

去
濁･

･
)

蘭(

平)

（

オ
５
）

12

12

12

水
苔(

平)

（

オ
７
）

草(

平)

（

オ
７
）

賣(

平
濁)

子(

上)

木
（

オ
７
）

12

12

12

檞(

上)

（

ウ
１
）

㮏(

去)

（

ウ
１
）

腹(

入)

（

ウ
２
）

枳(

上)

椇(

上)

12

12

12

（

ウ
２
）

參(

平)

櫞(

平)

（

ウ
２
）

呉(

平)

朱(

平)

萸
（

ウ
３
）

李(

上)

12

12

12

衡(

平)

（

ウ
３
）

殼(

入)

（

ウ
４
）

巫(

平
濁)

（

オ
１
）

覡(

入
濁)

（

12

13

14

14

オ
１
）

列(

入)

卒(

入)

（

オ
３
）

髭(

平
濁･

･
)

（

ウ
２
）

癕
癤(

入)

（

14

14

14

ウ
４
）

粥(

入)

（

オ
２
）

糜(

上)

（

オ
２
）

鑰(

入)

（

オ
１
）

笭

16

16

17

(

平)

箐(

平)

（

ウ
２
）

棹(

去)

（

ウ
４
）

牫(

平
濁･

･
)

牱(

平)

（

ウ
５
）

17

17

17

行(

平)

障(

平
濁)

（

オ
３
）

舁(

去)

（

ウ
２
）

忸(

入
濁･

･
)

怩(

去
濁･

･
)

（

18

19

22

ウ
７
）

雅(

上
濁･

･
)

音(

平
・)

（

オ
３
）

肝
聸(

平
濁･

･
)

（

オ
４
）

幹(

去

23

23

・)

了(

上
・)

（

オ
５
）

傲(

去
濁･

･
)

憍(

上
・)

（

オ
５
）

涯(

平
・)

岸
（

23

23

23

オ
５
）

涯(

平
・)

分(

去
・)

（

オ
５
）

簡(

上)

定(

平
濁･

･
)

（

オ
６
）

苛

23

23

酷(
入)
（

ウ
１
）

加(

去
・)

荼(

上
濁･

･
)

（

ウ
３
）

礭(

入)

乎(

平)

（

オ

23

23

24

２
）

遐(
平
・)

迩(

上
濁･

･
)

（

ウ
７
）

柳(

去)

（

オ
４
）

津(

平
・)

頤(

平

24

26

・)

（

ウ
３
）

䁾(

入)

（

オ
４
）

歐(

上)

吐(

上)

（

オ
４
）

諾(

入
濁)

26

28

28
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（

ウ
３
）

醰(

平)

酒
（

オ
６
）

𣠽(

去)

（

ウ
２
）

絡(

入)[

土
朱]

(

上)

28

29

29

（

ウ
６
）

蹈(

去)

鞴(

去)

（

オ
１
）

鑚(

平)

（

オ
１
）

斃(

去)

（

29

30

30

31

オ
４
）

彷(

平
・)

徨(

平
・)

（

オ
１
）

懦
弱(

入
濁)

（

オ
４
）

拏(

平
濁･

･
)

33

33

攫(

入
濁･

･
)

（

オ
７
）

大(

去)

漸(

上
濁)

（

ウ
１
）

邂(

去
濁･

･
)

逅(

去
・)

（

33

33

33

ウ
４
）

[
燕
鳥]

(

去
・)

豆(

去
・)

（

オ
４
）

觚(

平
・)

棱(

平
・)

（

オ
２
）

36

38

佃(

去)

（

オ
２
）

窖(

去)

（

オ
３
）

築(

入)

墻(

平)

（

オ
４
）

蹄(

平

39

39

39

・)

漏(

去
・)

（

オ
３
）

孳(

去)

尾(

上)

（

オ
３
）

壅(

去)

（

オ
１
）

40

40

41

角(

入)

弓
（

ウ
２
）

属(

入)

鏤(

平)

（

ウ
３
）

覼(

去)

縷(

平)

（

オ
６
）

41

41

45

䕡(

平
・)

茹(

平
濁･

･
)

（

オ
３
）

壅(

去)

（

オ
４
）

難(

平
・)

澁(

入
濁･

･
)

46

51

（

オ
３
）

難(

平)

口(

上
濁)

（

ウ
４
）

麦
奴(

平
濁･

･
)

（

オ
１
）

鱣(

平

52

52

55

濁･
･
)

魚
（

オ
３
）

聟(

去)

（

オ
７
）

腎(

去)

（

ウ
２
）

駢(

平
・)

梅(

上

55

55

55

・)

（

ウ
３
）

55

[

仮
名
へ
の
声
点
加
点
例]

（
仮
名
へ
の
声
点
は
、
基
本
的
に
星
点
で
あ
る
た
め
、
・
の
標
示
を
省
略
す
る
。

圏
点
の
場
合
は
、
○

で
示
す
。
○
は
、
無
加
点
を
示
す
。
た
と
え
ば
、「
ヲ
ト
ス(

上

○
平)

」
は
、
「
ヲ(

上)

ト
ス(

平)

」
と
加
点
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
）

〈
威
〉
ヲ
ト
ス(

上
上
濁
平)

（
４
オ
４
）

〈
饞
〉
ヲ
ホ
ク(

上
上
平)
（
４
オ
５
）

〈
慴
〉
ヲ
ト
ス(

上
○
平)

（
４
オ
６
）

〈
宛
〉
ワ
カ
ス(

上
上
濁
平)
（
９
ウ

４
）

〈
衛
矛
〉
カ
ハ
ク
マ
ツ
ヽ
ク(

上
上
上
上
上
上
平)

（

オ
１
）

〈
薟
〉

12

カ
ヽ
ミ(

平
上
上)

（

オ
５
）

〈
穎
〉
カ
ヒ(

平
平)

（

ウ
４
）

〈
王
不
留

12

12

行
〉
カ
モ
ク
サ
（
上
上
上
平
）
（

ウ
６
）

〈
姧
〉
カ
タ
ム
（
平
平
濁
○
）
（

12

15

オ
４
）

〈
諸
〉
カ
タ
エ
（
平
上
上
）
（

オ
６
）

〈
殕
〉
カ
フ
（
上
濁(

上

15

イ)

平
濁
）
（

オ
６
）

〈
鉸
〉
カ
コ
（
平
去
）
（

ウ
４
）

〈
滓
〉
カ
ス
ト

16

16

ル
（
○
○
上
濁
○
）
（

ウ
６
）

〈
絡
〉
カ
ラ
ク
（
平
平
上
濁
）
（

オ
４
）

18

19

〈
買
〉
カ
フ(

上
上)

（

ウ
１
）

〈
禿
〉
ツ
フ
（
上
平
）（

ウ
７
）

〈
鏘
〉

19

19

カ
ラ
メ
ク
（
上
濁
○
○
○
）（

ウ
２
）

〈
嫁
娶
〉
ト
ツ
ク(

去
上
平
軽
濁)

（

20

23

ウ
２
）

〈
雅
意
〉
カ
イ(

去
濁
平)

（

ウ
４
）

〈
綿
惙
〉
カ
ツ
カ
ツ(

上
平

23

平
平)

（

オ
３
）

〈
忲
〉
タ
ナ
ヒ
タ
リ
（
上
上
平
濁
平
○
）
（

ウ
３
）

24

28

〈
狂
〉
タ
フ
ル(

○
上
濁
○)

（

オ
１
）

〈
擐
〉
タ
イ(

平
濁
上)

（

ウ
４
）

29

29

〈
攤
宿
〉
タ
ス
ク(

上
濁
平
平
軽)

（

オ
６
）

〈
欠
〉
タ
ラ
ス(

○
○
平
濁)

30

（

ウ
４
）

〈
淡
〉
タ
ム(

平
濁
去)

（

ウ
４
）

〈
炥
〉
タ
ハ
ル(

上
平
平)

30

31

（

ウ
２
）

〈
谷
上
〉
タ
ナ
カ
ミ(

○
○
平
濁
○)

（

ウ
１
）

〈
鎩
〉
ソ
ク

32

34

(

平
上
濁)

（

オ
６
）

〈
及
已
〉
ツ
キ
ネ
ク
サ(

上
上
上
○
○)

（

ウ
４
）

37

39

〈
鵜
〉
ツ
フ
リ(

上
上
濁
○)

（

ウ
６
）

〈
認
〉
ツ
ナ
ク(

平
平
上
濁)

（

オ

39

41

３
）

〈
賃
〉
ツ
ク(

上
上)

（

オ
１
）

〈
㝴
〉
ツ
フ(

上
平
軽
濁)

（

ウ
５
）

42

42

〈
認
〉
ツ
ナ
ク(

平
平
○)

（

ウ
２
）

〈
征
〉
ツ
ム
（
平
上
）
（

ウ
３
）

43

43

〈
措
〉
ツ
ヽ
ム(

平
○
○)

（

ウ
３
）

〈
挫
〉
ツ
ヽ
ク(

上
○

上
濁
○
○

平
○)

44

（

ウ
４
）

〈
勞
〉
ネ
キ
ラ
フ(

上
上(

上
濁
イ)

上
平)

（

オ
１
）

〈
登
〉

44

47

ナ
ル(

平
平
軽)

（

ウ
１
）

〈
扺
〉
ナ
ク(

平
上
濁)

（

ウ
１
）

〈
紉
〉
ナ

50

51

フ(

平
上)

（

オ
１
）

〈
壅
〉
ナ
ヽ
ム(

平
○
上)

（

オ
４
）

〈
櫌
〉
ナ
ツ

51

51

ク(

平
平
上)

（

オ
５
）

〈
狎
〉
ナ
ル(

平
上)

（

オ
５
）

51

51

四
、
高
精
細
カ
ラ
ー
版

以
上
の
ご
と
き
問
題
点
を
解
消
す
る
た
め
、
高
精
細
カ
ラ
ー
版
の
複
製
本
が
刊

行
さ
れ
は
じ
め
た
。

『
西
大
寺
本

金
光
明
最
勝
王
経

天
平
宝
字
六
年
百
済
豊
虫
願
経
』
・
京
都

国
立
博
物
館
所
蔵
『
国
宝

浄
名
玄
論
』
『
吉
田
本

日
本
書
紀
』
『
岩
崎
本

日
本
書
紀
』
『
キ
リ
シ
タ
ン
版

日
葡
辞
書
』
な
ど
の
著
名
文
献
の
カ
ラ
ー
複
製

本
が
既
刊
で
あ
る
。
『
国
宝

史
記
』
『
国
宝

古
文
尚
書
』
『
重
文

ド
チ
リ
ー

ナ
・
キ
リ
シ
タ
ン
』
等
の
「
東
洋
文
庫
善
本
叢
書
」
、
『
国
宝

冥
報
記

全
三

巻
』
『
重
要
文
化
財

弥
勒
上
生
経
（
石
川
年
足
願
経
）
』
を
収
め
る
「
髙
山
寺
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の
名
宝
」
の
高
精
細
カ
ラ
ー
写
真
複
製
シ
リ
ー
ズ
も
刊
行
中
で
あ
る
。

高
精
細
カ
ラ
ー
版
・
新
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
・
第
一
期
も
、
『
日
本
書
紀

乾
元
本
』
か
ら
刊
行
開
始
さ
れ
た
。
古
く
か
ら
研
究
さ
れ
、
頻
繁
に
参
照
・
引
用

さ
れ
る
『
類
聚
名
義
抄
』
（
観
智
院
本
）
の
高
精
細
カ
ラ
ー
版
は
、
二
〇
一
八
年

六
月
か
ら
の
刊
行
予
定
で
あ
る
。
発
刊
が
待
た
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
解
題
で
説
か
れ
る
と
お
り
、
高
精
細
カ
ラ
ー
複

製
本
で
あ
れ
ば
、
原
本
調
査
と
ほ
ぼ
等
し
い
研
究
が
可
能
で
あ
る
。
自
ら
の
手
元

で
時
間
を
か
け
て
閲
覧
で
き
る
こ
と
、
精
細
画
像
を
拡
大
・
加
工
・
抽
出
可
能
で

あ
る
こ
と
は
、
原
本
調
査
よ
り
勝
れ
た
点
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
当
然
な
が
ら
、
原
本
の
装
訂
や
紙
質
は
、
原
色
・
原
寸
の
高
精
細
カ

ラ
ー
版
影
印
と
い
え
ど
も
変
更
さ
れ
て
い
る
。

巻
子
原
本
が
、
洋
装
冊
子
本
と
し
て
複
製
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
原
本
の
巻

子
本
を
想
像
し
つ
つ
読
解
す
る
必
要
が
生
じ
る
。
虫
損
か
否
か
の
確
認
、
紙
背
注

の
本
文
対
応
箇
所
を
特
定
す
る
場
合
、
な
ど
で
あ
る
（
９
）
。

ま
た
、
原
本
の
素
材
・
料
紙
は
、
本
文
書
写
の
厳
密
度
・
使
用
字
体
・
異
体
字

率
等
と
相
関
す
る
（

）
。

10

な
お
、
こ
れ
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
高
精
細
カ
ラ
ー
版
影
印
も
、
人
が
撮
影

し
た
写
真
を
、
人
が
編
集
す
る
。
そ
の
た
め
、
撮
影
漏
れ
や
編
集
時
の
誤
り
は
、

避
け
ら
れ
な
い
。

た
と
え
ば
、
次
の
例
が
有
る
。

京
都
国
立
博
物
館
編
『
国
宝
岩
崎
本
日
本
書
紀
』（
二
〇
一
四
年
、
勉
誠
出
版
）

の
高
精
細
カ
ラ
ー
版
影
印
は
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
編
『
秘
籍
大
観
』
（
一
九
二
七

年
）
の
コ
ロ
タ
イ
プ
版
、
日
本
古
典
仏
学
会
編
『
複
刻
日
本
古
典
文
学
館

日
本

書
紀
』
（
一
九
七
二
年
）
の
二
色
刷
版
と
較
べ
、
原
本
に
は
る
か
に
近
く
、
紙
の

天
地
・
紙
継
の
様
子
ま
で
知
ら
れ
る
優
れ
た
複
製
本
で
あ
る
。
当
該
文
献
の
今
後

の
研
究
は
、
こ
の
複
製
本
に
基
づ
く
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
巻
第
二
十
二
推
古
紀

行
目
「
刹
柱
」
に
対
す
る
「
御
塔
心

11

柱
也
」
の
裏
書
、
お
よ
び

～

行
目
の
裏
書
が
、
複
製
さ
れ
て
い
な
い
（

）
。

73

75

11

五
、
む
す
び

日
本
に
は
、
多
く
の
古
典
籍
が
現
存
し
て
い
る
。
日
本
在
住
の
研
究
者
に
は
、

そ
の
古
典
籍
を
研
究
資
料
と
し
て
公
開
す
る
こ
と
と
、
そ
の
古
典
籍
を
活
用
し
た

研
究
を
発
信
す
る
こ
と
と
が
、
世
界
の
研
究
者
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
要
求
に
応
え
、
数
多
の
貴
重
古
典
籍
の
中
か
ら
、
と
り
わ
け
研
究
価
値
の

高
い
文
献
を
選
び
、
複
製
本
が
刊
行
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
近
年
で
は
、
鮮
明
な

画
像
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
複
製
本
の
公
刊
、

画
像
公
開
の
た
め
の
先
人
の
熱
意
と
御
苦
労
に
、
心
か
ら
感
謝
し
た
い
。

こ
れ
ら
の
複
製
本
お
よ
び
公
開
画
像
に
依
拠
し
て
、
日
本
の
古
典
研
究
・
言
語

文
化
史
研
究
は
、
大
き
く
前
進
し
て
き
た
。

今
後
も
、
先
人
の
学
恩
に
報
い
る
た
め
、
複
製
本
・
画
像
を
最
大
限
に
活
用
し

つ
つ
、
な
お
不
明
の
点
は
原
本
を
閲
覧
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
の
知
見
を
改

新
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
（

）
。

12

本
稿
で
は
、
複
製
本
を
使
用
す
る
際
に
注
意
す
べ
き
点
を
簡
略
に
述
べ
た
。

最
後
に
、
原
本
に
増
さ
る
研
究
資
料
は
存
し
な
い
こ
と
、
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の

原
本
を
永
く
伝
え
る
た
め
の
努
力
を
研
究
者
も
続
け
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
記
し

て
、
本
稿
を
結
ぶ
。

注（
１
）
青
谿
書
屋
本
『
土
左
日
記
』
が
貫
之
自
筆
本
の
完
全
複
製
本
と
も
言
え
る
も
の
で
あ

る
こ
と
が
実
証
さ
れ
（
池
田
亀
鑑
「
土
左
日
記
原
典
の
批
判
的
研
究
」
〈
『
古
典
の
批

判
的
處
置
に
關
す
る
研
究
』
第
一
部
、
一
九
四
一
年
、
岩
波
書
店
〉
）
、
そ
の
後
、
青

谿
書
屋
本
が
為
家
自
筆
本
の
完
全
複
製
本
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
（
萩
谷

朴
「
青
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谿
書
屋
本
「
土
佐
日
記
」
の
極
め
て
尠
な
い
独
自
誤
謬
に
つ
い
て
」
〈
「
中
古
文
学
」

、
一
九
八
八
年
五
月
〉
）
『
土
左
日
記
』
は
、
そ
の
数
少
な
い
例
外
で
あ
る
。
な
お
、

41片
桐

洋
一
「
『
土
左
日
記
』
定
家
筆
本
と
為
家
筆
本
」
（
「
國
文
學
」

、
一
九
九
八

77

年
三
月
）
、
依
田
泰
「
『
土
左
日
記
』
定
家
本
と
為
家
本
に
関
す
る
一
考
察
」
（
「
学
習

院
大
学
国
語
国
文
学
会
誌
」

、
二
〇
〇
〇
年
三
月
）
、
伊
井
春
樹
「
為
家
本
『
土
左

43

日
記
』
に
つ
い
て
」
（
「
中
古
文
学
」

、
二
〇
〇
三
年
五
月
）
も
、
参
照
の
こ
と
。
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（
２
）
写
経
生
の
忠
実
な
写
経
に
よ
っ
て
、
中
国
で
は
多
く
が
失
わ
れ
た
隨
唐
の
経
本
文
が

日
本
に
残
っ
た
。
日
本
の
宗
教
者
の
著
作
も
、
自
筆
本
と
の
区
別
が
難
し
い
程
に
、

弟
子
達
に
よ
っ
て
正
確
に
写
さ
れ
た
。
親
鸞
の
自
筆
本
と
さ
れ
て
い
た
西
本
願
寺
蔵

『
教
行
信
証
』
や
専
修
寺
蔵
『
三
帖
和
讃
』
が
自
筆
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
の

は
、
さ
ほ
ど
古
い
こ
と
で
は
な
い
（
『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
〈
法
蔵
館
〉
の
解
説
参

照
）
。
漢
籍
の
書
写
で
も
、
室
町
時
代
後
期
の
清
原
宣
賢
に
至
る
ま
で
、
家
の
証
本
を

残
そ
う
と
す
る
姿
勢
に
変
わ
り
は
な
い
。
古
記
録
も
、
他
家
の
記
録
ま
で
も
が
借
出

書
写
さ
れ
た
こ
と
で
、
多
く
の
家
の
記
録
が
伝
存
し
て
い
る
。

（
３
）
前
田
家
本
を
書
写
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
黒
川
本
『
色
葉
字
類
抄
』
、
寛
喜
二
年

（
一
二
三
〇
）
書
写
本
を
転
写
し
た
尊
経
閣
文
庫
蔵
前
田
家
本
『
三
宝
絵
』
、
楊
守
敬

旧
蔵
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
『
蒙
求
』
を
書
写
し
た
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
な
ど
。
観
智

院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
等
の
貴
重
な
古
典
籍
を
原
本
の
ま
ま
に
後
世
に
伝
え
よ
う
と

書
写
し
た
正
宗
敦
夫
編
『
日
本
古
典
全
書
』
の
『
諸
家
傳
』
『
地
下
家
傳
』
『
節
用
集
』

『
類
聚
名
義
抄
』
な
ど
の
人
名
録
・
古
字
書
も
、
こ
の
延
長
線
上
に
立
つ
大
事
業
で

あ
っ
た
。

（
４
）
尊
経
閣
叢
刊
（
一
九
二
六
年
、
育
徳
財
団
）
、
『
色
葉
字
類
抄
研
究
並
び
に
索
引
』
本

文
編
（
一
九
六
四
年
、
風
間
書
房
）
。

（
５
）
本
稿
は
モ
ノ
ク
ロ
印
刷
で
あ
る
た
め
、
朱
筆
は
複
製
本
で
ご
確
認
頂
き
た
い
。
な
お
、

広
島
大
学
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
は
、
本
稿
の
画
像
を
カ
ラ
ー
に
し
た
原
稿
を
掲
載
す
る
予

定
で
あ
る
。

（
６
）
原
本
は
、
現
在
、
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
所
蔵
に
か
か
る
。

（
７
）
斯
道
文
庫
に
寄
託
中
で
あ
る
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ミ
ュ
ジ
ア
ム
蔵
の
原
本
を
閲
覧
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
確
認
し
た
。
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ミ
ュ
ジ
ア
ム
お
よ
び
斯
道
文
庫
御
当
局
に
、

御
礼
申
し
あ
げ
る
。

（
８
）
勉
誠
社
刊
・
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
の
朱
筆
に
つ
い
て
、
勉
誠
出
版
の
吉
田
祐
輔

氏
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
法
蔵
館
の
『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
の
朱
筆
も
、
旧

版
・
新
版
と
も
、
手
書
き
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総

合
研
究
所
に
い
ら
し
た
三
栗
章
夫
氏
に
お
教
え
い
た
だ
い
た
。

（
９
）
小
助
川
貞
次
「
影
印
本
環
境
に
お
け
る
訓
点
研
究
の
問
題
点
」
（
「
富
山
大
学
人
文
学

部
紀
要
」
第

号
、
二
〇
一
六
年
二
月
）
、
参
照
。
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（

）
ジ
ャ
ン
・
マ
ビ
ヨ
ン
著
・
宮
松
浩
憲
訳
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
古
文
書
学
』
（
二
〇
〇

10
〇
年
、
九
州
大
学
出
版
会
）
、
石
塚
晴
通
「
東
洋
の
コ
デ
ィ
コ
ロ
ジ
ー
（C

odicology

）
」

（
二
〇
一
二
年
八
月
三
十
日
～
九
月
一
日
、
東
洋
文
庫
講
習
会
）
、
参
照
。

（

）
こ
の
二
点
の
裏
書
き
は
、
先
に
出
版
さ
れ
た
複
製
本
に
は
影
印
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

11
た
め
、
先
行
複
製
本
も
、
未
だ
必
要
で
あ
る
。

（

）
本
稿
で
採
り
上
げ
た
『
節
用
文
字
』
は
、
後
半
に
星
声
点
（･

や･
･

）
が
集
中
し
、

12
仮
名
字
体
も
前
半
と
後
半
と
は
異
な
る
。
そ
の
理
由
が
、
原
本
調
査
に
よ
っ
て
知
ら

れ
た
。
原
本
閲
覧
に
よ
っ
て
こ
そ
判
明
す
る
こ
と
が
ら
の
一
例
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
本
稿
の
主
題
外
で
あ
る
た
め
、
別
稿
で
述
べ
る
。

（
広
島
大
学
）
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